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研究成果の概要（和文）：野鳥、ヒトあるいは食品からの本菌の分離を試みました。菌株 400 株あまりを得ました。
このすべてに対してパルスフィールド・ゲル電気泳動装置を用い、プロファイルが他の株と重複しない 106 株を選択
しました。106 株はすべてインドール：陽性、リシン脱炭酸：陽性を示し、従来の生物型では分類されませんでした。
鶏肉 2 検体から遺伝子型の異なる 3 菌株が分離されました。鶏肉は本菌の人への感染経路の一つではないかと考えら
れます。また本菌検索の為のPCRプラマーについては、従来報告されたものと比較し、特異度の高いものを確立しまし
た。Vero 毒素2fを保有する本菌の食中毒事例に関して検討し報告しました

研究成果の概要（英文）：We isolated or collected 106 Escherichia albertii isolates showing unique PFGE 
profiles. All of the isolates showed positive-indole/positive-lysine phenotypes. These characters are not 
identical to E. albertii biotype 1 or biotype 2. We also reported that the previously-identified Shiga 
toxin (Stx) 2f-producing Escherichia coli O115:HNM strain F08/101-31, from a symptomatic human, was 
confirmed in the current study to be Escherichia albertii by whole genome DNA-DNA hybridization, 
sequencing of the cpn60, dnaJ, and 16S rRNA genes, and by multi-locus sequence typing. Moreover, we 
reported the primers EA0134-283F/EA0134-446R may be needed for detection of E. albertii in food samples. 
We also reported E. albertii isolation from retail food, suggesting that chicken products are a potential 
vehicle of E. albertii transmission.
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１．研究開始当初の背景 

Escherichia albertii は、2003年に新種として
正式に発表された菌種です。この菌種は特徴
的な生化学性状を示さない上に、インチミン
の遺伝子 eae を保有するなど、他の菌種、特
に大腸菌と誤同定されやすい特徴を示しま
す。また、一部の菌株は、Vero 毒素 2f の遺
伝子を保有し、ヒトから分離されています。
仮に eae および Vero 毒素 2f の遺伝子保有
だけに着目すると、当該菌株は腸管出血性大
腸菌と誤認される可能性もあります。さらに
ボイド赤痢菌血清型13の一部がE. albertii で
あったとの報告もあります。これらのことは
感染症の予防及び感染症の患者に対する医
療に関する法律（感染症法）に直接関連する
事項でもあり、E. albertii の情報の整理が必
要であると考え本研究を実施しました。 

 
２．研究の目的 

E. albertiiの生物型 1及び 2に分類されない
菌株に関してそれらの性状等を整理するこ
とです。 
 
３．研究の方法 
鳩、ウズラ、その他の野鳥、ヒトあるいは
食品から本菌の分離を試みました。その結果、
収集した菌株が 400 株を超えました。この
すべてに対してパルスフィールド・ゲル電気
泳動装置を用い、プロファイルが他の株と重
複しない 106 株を選択しました。それらの
株に対して、生化学性状、遺伝子型、薬剤耐
性パターン等を調べました。食品からの分離
を詳述すると、内訳は鶏肉（内臓含む） 184 
検体、野菜（モヤシ等）323 検体を対象とし
ました。分離株に対する生化学性状の解析に
は API 50 CH、API ZYM、あるいは従来の生
化学性状検査用の培地を用いました。 
また、本菌検索のための PCR プライマー
の検討を行いました。 
さらに、Vero 毒素 2fを保有する本菌の食
中毒事例に関して検討しました。 

 
４．研究成果 

NataroらはManual of Clinical Microbiology, 
9 版に E. albertii を生物型１と生物型２に分
類しました。生物型１：インドール：陰性、
リシン脱炭酸：陽性、乳糖醗酵：陰性、D-キ
シロース醗酵：陰性など、生物型２：インド
ール：陽性、リシン脱炭酸：陰性、乳糖醗酵：
陰性、D-キシロース醗酵：陰性などの 2つの
型です。しかし、Lindsay Oaksらはインドー
ル：陽性、リシン脱炭酸：陽性を示し、上記
の２つの生物型に該当しない E. albertii が鳥
由来株に存在することを報告しました。私共
の代表分離株 106 株もすべてインドール：
陽性、リシン脱炭酸：陽性を示しました。ま
た、私共が検査した 106 株及び 4 株のリフ
ァレンス株の生化学性状に共通する性状は、
乳糖からの酸の産生陰性、運動性陰性、ラム

ノース陰性等でした。 
スプラウト食品からは本菌は分離されま
せんでした。鶏肉 2 検体から遺伝子型の異
なる 3 菌株が分離されました。市販食品（鶏
肉）からの本菌の分離は世界初であり、本菌
の人への感染経路の一つではないかと考え
られます。 
また本菌検索の為の PCR プライマーにつ
いては、従来報告されたものと比較し、特異
度の高いものを確立しました。 
さらに、Vero 毒素 2fを保有する本菌の食
中毒事例に関して検討し報告しました 
このように、本菌では、従来報告されてい
た生化学性状と異なる菌株の存在が確認さ
れ、かつそれらの株が決してマイナーなもの

図 用いた菌株 (Escherichia albertii) のパルスフ

ィールド・ゲル電気泳動パターンとデンドログラム 



でないことが判明しました。 
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